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規則 
○ 埼玉県税条例施行規則の一部を改正する規則（税務課） 

管理規程 
○ 埼玉県病院局職員給与規程等の一部を改正する規程（経営管理課） 

○ 埼玉県下水道局職員給与規程の一部を改正する規程（下水道管理課） 

告示 
○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による医療機関及び施術機関の指定（社会

福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定医療機関及び指定施術機関の

変更の届出（社会福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定医療機関及び指定施術機関の

廃止の届出（社会福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定医療機関の辞退の届出（社会福

祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による介護機関の指定（社会福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定介護機関の変更の届出（社会福

祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定介護機関の廃止の届出（社会福

祉課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 
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○ 県営土地改良事業荒木地区（区画整理事業）の換地処分（農村整備課） 

○ 東第二土地改良区の定款変更認可（農村整備課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 坂戸都市計画事業坂戸中央２日の出町土地区画整理事業の換地処分の公告（市街地整備

課） 

○ さいたま都市計画公園事業の事業計画の変更認可（公園スタジアム課） 

○ 県道熊谷小川秩父線の区域の変更（東松山県土整備事務所） 

○ 県道鴻巣川島線の区域の変更（東松山県土整備事務所） 

○ 一般国道 299 号の区域の変更（秩父県土整備事務所） 

○ 一般国道 299 号の供用の開始（秩父県土整備事務所） 

○ 一般国道 299 号の道路の占用を制限する区域の指定（秩父県土整備事務所） 

○ 大場川放置船舶の簡易代執行に係る告示（越谷県土整備事務所） 

○ 県道三郷松伏線の区域の変更（越谷県土整備事務所） 

○ 県道三郷松伏線の供用の開始（越谷県土整備事務所） 

正誤 
○ 埼玉県警察本部告示第 11 号中訂正（警務課） 

○ 埼玉県警察本部告示第 12 号中訂正（警務課） 

 

 



規

則 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
十
九
項
中
「
令
和
二
年
度
分
」
を
「
令
和
三
年
度
分
」
に
、
「
令
和
二
年
七
月
三
十
一

日
」
を
「
令
和
三
年
七
月
三
十
日
」
に
、
「
令
和
二
年
八
月
一
日
」
を
「
令
和
三
年
七
月
三
十
一

日
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



管

理

規

程 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
一
号 

 
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

岩 

中 
 

 

督 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

次
に
掲
げ
る
規
程
の
規
定
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年

法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を

「
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民

共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ

れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
」
に
改
め
る
。 

一 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
六
号
） 

二 

埼
玉
県
病
院
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
埼
玉
県
病
院
事

業
管
理
規
程
第
一
号
） 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
十
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

（
通
勤
手
当
の
返
納
の
特
例
） 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
（
以
下
「
法
人
」
と
い
う
。
）
の
成
立
の
日
の
前

日
に
お
い
て
こ
の
規
程
の
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
た
職
員
が
、
法
人
成
立
の

日
に
お
い
て
法
人
の
職
員
と
な
っ
た
場
合
に
、
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
通
勤
経
路
及
び
通
勤
方

法
の
変
更
が
な
い
と
き
は
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十
条
第
五
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

 

別
表
第
十
三
及
び
別
表
第
十
四
中
「
、
ブ
ル
セ
ラ
病
」
を
「
、
ブ
ル
セ
ラ
症
」
に
改
め
、
別
表

第
十
四
中
「
、
結
核
病
」
を
「
、
結
核
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 
 

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
二
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
十
三
及
び
別
表
第

十
四
の
改
正
規
定
は
、
令
和
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

13 



管

理

規

程 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
二
号 

 
埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

今 

成 

貞 

昭 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
給
与
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
五

号
）
附
則
第
十
五
項
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を
「
病
原

体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国

か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も

の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
給
与
規
程
附
則
第

十
五
項
の
規
定
は
、
令
和
三
年
二
月
十
三
日
か
ら
適
用
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
四
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
又
は
施
術

を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕
上 

一 

指
定
医
療
機
関 

本
間
医
院 

上
里
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク ア
ズ
・
に
い
み
眼
科 

狭
山
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク 

こ
こ
ろ
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
狭
山
台 

み
ら
い
ず
眼
科 

医
療
法
人
社
団
碧
水

会
八
潮
駅
前
在
宅
ク

リ
ニ
ッ
ク 

ま
す
だ
春
日
部
ク
リ

ニ
ッ
ク 名 

 

称 

本
間 

信 

南
雲 

左
江 

新
美 

岳
彦 

医
療
法
人
ユ
ー
ロ

ク
リ
ニ
ー
ク 

関
根 

正
明 

医
療
法
人
Ｂ
ｒ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ 

Ｂ
ｌ
ｕ

ｅ
―
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

医
療
法
人
社
団
碧

水
会 

増
田 

貴
史 

開 

設 

者 

名 

秩
父
郡
小
鹿
野
町
小
鹿
野
三
九

九
―
二 

児
玉
郡
上
里
町
七
本
木
三
田
三

四
八
二
―
一 

熊
谷
市
筑
波
二
―
一
一
五 

狭
山
市
入
間
川
二
―
一
―
二
グ
ラ

ン
ツ
狭
山
一
Ｆ 

狭
山
市
狭
山
台
四
―
九
―
一
五

メ
ゾ
ン
エ
ク
セ
ル
一
〇
一 

朝
霞
市
青
葉
台
一
―
三
―
二
青

葉
台
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
一
Ｆ 

八
潮
市
大
瀬
六
―
九
―
七
Ｉ
・
Ｋ

ビ
ル
六
階
六
〇
二
号
室 

春
日
部
市
中
央
四
―
八
―
一
二

Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
ビ
ル
一
階 

所 
 

在 
 

地 

令
和
三
年
一
月

一
日 

令
和
二
年
十
二

月
二
日 

令
和
元
年
五
月

一
日 

令
和
三
年
一
月

十
一
日 

令
和
三
年
二
月

一
日 

令
和
三
年
一
月

一
日 

令
和
三
年
二
月

一
日 

令
和
三
年
二
月

一
日 

指

定

年

月

日

 



み
や
こ
薬
局 

蕨
店 

久
喜
ひ
が
し
薬
局 

ス
ギ
薬
局 

ヤ
オ
コ
ー

南
桜
井
店 

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
宮
代

南
薬
局 

リ
リ
ィ
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク 

た
な
か
歯
科
医
院 

ポ
プ
ラ
歯
科 

加
須
ク

リ
ニ
ッ
ク 

上
尾
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

第
一
歯
科
診
療
所 

あ
い
と
く
歯
科
上
尾
診

療
所 

美
南
こ
こ
ろ
の
森
ク
リ

ニ
ッ
ク 

お
の
づ
か
在
宅
ク
リ
ニ

ッ
ク 

お
け
が
わ
眼
科 

株
式
会
社
サ
イ
フ

ァ
ー
企
画 

株
式
会
社
Ｈ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｙ
メ
デ
ィ
カ
ル 

株
式
会
社
ス
ギ
薬

局 株
式
会
社
ク
ス
リ

の
ア
オ
キ 

西
本 

直
子 

田
中 

健
大 

医
療
法
人
社
団
優

心
会 

渋
谷 

昌
幸 

井
原 

優
一 

医
療
法
人
社
団
優

美
会 

医
療
法
人
社
団
斗

和
会 

小
野
塚 

陽
春 

医
療
法
人
社
団
医

隆
会 

蕨
市
錦
町
六
―
九
―
二
三 

一

Ｆ 久
喜
市
久
喜
東
二
―
一
七
―
二

五
―
一
階 

春
日
部
市
大
衾
四
九
六
―
一
四

ヤ
オ
コ
ー
南
桜
井
店
一
階 

南
埼
玉
郡
宮
代
町
道
佛
三
―
二

―
一
〇 

桶
川
市
泉
一
―
一
二
―
一
一 

羽
生
市
南
三
―
二
―
一
〇 

加
須
市
富
士
見
町
五
―
二
一
Ｍ

五
ビ
ル
二
階 

上
尾
市
浅
間
台
三
―
三
二
―
二

七 上
尾
市
小
敷
谷
八
四
五
―
一
西

上
尾
第
一
団
地
二
―
三
八
―
一

〇
四 

上
尾
市
愛
宕
三
―
八
―
一
イ
オ

ン
モ
ー
ル
上
尾
二
階 

吉
川
市
美
南
五
―
六
―
四 

鶴
ヶ
島
市
鶴
ケ
丘
二
七
―
一
二

ク
レ
セ
ー
ル
・
フ
ジ
二
〇
一
号

室 桶
川
市
若
宮
一
―
五
―
二
お
け

が
わ
マ
イ
ン
四
階 

令
和
三
年
二
月

一
日 

令
和
三
年
一
月

六
日 

令
和
三
年
二
月

一
日 

令
和
三
年
二
月

一
日 

令
和
三
年
一
月

一
日 

令
和
三
年
二
月

一
日 

令
和
三
年
一
月

十
二
日 

令
和
三
年
一
月

一
日 

令
和
三
年
二
月

一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
三
年
一
月

一
日 

令
和
三
年
二
月

一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 



      

は
る
訪
問
看
護 

フ
ラ
ワ
ー
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
あ
や
め
寄
居 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
あ
や
め
入
間 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
カ
ラ
フ
ル 

訪
問
看
護
イ
ー
ラ
イ

フ 咲
く
ら
訪
問
看
護
リ

ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン こ
だ
ま
く
る
み
薬
局 

オ
レ
ン
ジ
薬
局
根
岸

店 ス
ギ
薬
局 

飯
能
店 

株
式
会
社
ａ
ｎ
ｚ

ｕ 合
同
会
社
フ
ラ
ワ

ー
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン 

株
式
会
社
フ
ァ
ー

ス
ト
ナ
ー
ス 

株
式
会
社
フ
ァ
ー

ス
ト
ナ
ー
ス 

株
式
会
社
ｌ
ｏ
ｓ 

ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ｏ
ｓ 

合
同
会
社
Ｐ
＆
Ｌ 

株
式
会
社
そ
わ
か 

有
限
会
社
ポ
ラ
リ

ス 井
上 

辰
憲 

株
式
会
社
ス
ギ
薬

局 

坂
戸
市
伊
豆
の
山
町
二
二
―
一
七

友
田
ビ
ル
二
〇
一
号 

新
座
市
栗
原
一
―
二
―
二 

大
里
郡
寄
居
町
桜
沢
二
五
五
五

―
一
コ
ー
ポ
ラ
ス
桜
沢
Ｂ
一
〇
一 

入
間
市
南
峯
三
三
六
―
一
二
メ
ゾ

ン
コ
ス
モ
一
〇
六 

狭
山
市
狭
山
台
四
―
三
―
一 

所
沢
市
西
狭
山
ケ
丘
一
―
二
五
六

―
一
第
二
新
井
コ
ー
ポ
一
〇
三
号

室 春
日
部
市
永
沼
二
七
六
―
一 

本
庄
市
児
玉
町
上
真
下
三
二
六

―
一 

狭
山
市
根
岸
二
―
八
―
一
九 

飯
能
市
岩
沢
二
七
七
―
一 

令
和
三
年
一
月

一
日 

令
和
三
年
一
月

一
日 

令
和
三
年
一
月

一
日 

令
和
三
年
一
月

一
日 

令
和
三
年
二
月

一
日 

令
和
三
年
一
月

一
日 

令
和
三
年
一
月

一
日 

令
和
三
年
二
月

一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
三
年
二
月

一
日 



二 

指
定
施
術
機
関 

  

塩
田 

友
里

恵 松
浦 

宏
治 

氏 
 

名 

  

住 

所 

ひ
な
た
鍼
灸
治
療

院 訪
問
医
療
マ
ッ
サ

ー
ジ
Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｗ
柏
北
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

名 
 

称 

施 
 

術 
 

所 

春
日
部
市
南
五
―
五
―
六
七
サ

ザ
ン
ビ
ル
一
Ｆ 

千
葉
県
柏
市
西
原
五
―
二
六
―

三
二 

所 
 

在 
 

地 

令
和
二
年
十
二

月
四
日 

令
和
三
年
一
月

十
五
日 

指

定

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
五
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

指
定
医
療
機
関 

            

松
伏
町
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

楓
薬
局 名 

 

称 

所 

在 

地 

所 

在 

地 

変

更

事

項 

北 

飾
郡
松
伏
町
田
中

二
―
二
五
―
一
一 

上
尾
市
壱
丁
目
一
五
〇

―
一 

変 
更 

前 

北 

飾
郡
松
伏
町
田
中
一

―
二
―
二 

上
尾
市
壱
丁
目
東
三
七
―

一
〇 

変 

更 

後 



二 

指
定
施
術
機
関 

  

新
井 

努 

高
橋 

昌
平 

吉
崎 

淳
一 

奥
出 

雅
一 

石
井 

俊
彦 

渡
邊 

祐
司 

田
島 

美
紀 

関
口 

尚
史 

石
坂 

雅
春 

氏 
 

名 

施

術

所 

施

術

所 

施

術

所 

施

術

所 

施

術

所 

施

術

所 

施

術

所 

施

術

所 

施

術

所 

変

更

事

項 

所

在

地 

所

在

地 

所

在

地 

所

在

地 

名

 

称 

所

在

地 

所

在

地 

名

 

称 

所

在

地 

所

在

地 
所

在

地 

本
庄
市
前
原
二
―
六

―
一
五 

本
庄
市
前
原
二
―
六

―
一
五 

本
庄
市
前
原
二
―
六

―
一
五 

志
木
市
本
町
五
―
一

七
―
五
―
二
〇
一 

お
く
で
志
木
鍼
灸
院 

本
庄
市
前
原
二
―
六

―
一
五
森
川
マ
ン
シ

ョ
ン
二
〇
四 

（
施
術
所
の
追
加
） 

（
施
術
所
の
追
加
） 

熊
谷
市
柿
沼
一
〇
一

四
―
三 

本
庄
市
前
原
二
―
六

―
一
五
森
川
マ
ン
シ

ョ
ン
二
〇
四 

本
庄
市
前
原
二
―
六

―
一
五
森
川
マ
ン
シ

ョ
ン
二
〇
四 

変

更

前 

本
庄
市
寿
一
―
二
一

―
一
一 

本
庄
市
寿
一
―
二
一

―
一
一 

本
庄
市
寿
一
―
二
一

―
一
一 

志
木
市
本
町
六
―
二

二
―
一
六 

チ
ャ
ク
ラ
鍼
灸
院 

本
庄
市
寿
一
―
二
一

―
一
一 

鴻
巣
市
前
砂
二
四
八

―
四 

株
式
会
社
エ
ー
ル
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス 

本
庄
市
寿
一
―
二
一

―
一
一 

本
庄
市
寿
一
―
二
一

―
一
一 

本
庄
市
寿
一
―
二
一

―
一
一 変

更

後 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
六
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

指
定
医
療
機
関 

美
南
こ
こ
ろ
の
森
ク
リ

ニ
ッ
ク 

お
け
が
わ
眼
科 

本
間
医
院 

上
里
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

狭
山
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ

ッ
ク 

医
療
法
人
社
団
志
光
会

東
所
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク 

み
ら
い
ず
眼
科 

水
野
医
院 

名 
 

称 

吉
川
市
美
南
五
―
六
―
四 

桶
川
市
若
宮
一
―
五
―
二
パ
ト
リ
ア
桶
川
四

階 秩
父
郡
小
鹿
野
町
大
字
小
鹿
野
三
九
九 

児
玉
郡
上
里
町
七
本
木
三
田
三
四
八
二
―
一 

狭
山
市
入
間
川
二
―
一
―
二
グ
ラ
ン
ツ
狭
山

一
Ｆ 

所
沢
市
東
所
沢
一
―
三
―
一
〇 

朝
霞
市
青
葉
台
一
―
三
―
二
青
葉
台
メ
デ
ィ

カ
ル
プ
ラ
ザ
一
Ｆ 

草
加
市
栄
町
三
―
九
―
一
九 

所 
 

在 
 

地 

令
和
二
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
二
年
十
一
月
三

十
日 

令
和
二
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
二
年
十
二
月
一

日 令
和
三
年
一
月
十
日 

令
和
二
年
七
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
十
二
月
三

十
一
日 

平
成
三
十
年
五
月
二

十
六
日 

廃

止

年

月

日

 



二 

指
定
施
術
機
関 

  

わ
た
ぼ
う
し 

た
け
里
・
訪
問
看
護
リ

ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

ひ
か
り
薬
局 

み
ず
ほ

台
店 

ひ
が
し
薬
局 

リ
リ
ィ
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク 

ポ
プ
ラ
歯
科
加
須
ク
リ

ニ
ッ
ク 

上
尾
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

第
一
歯
科
診
療
所 

南
埼
玉
郡
宮
代
町
笠
原
二
―
五
―
二
三 

春
日
部
市
中
央
三
―
一
一
―
七 

二
Ｆ 

富
士
見
市
西
み
ず
ほ
台
一
―
二
一
―
四 

久
喜
市
久
喜
東
二
―
一
七
―
二 

桶
川
市
鴨
川
一
―
一
―
三
九 

加
須
市
大
門
町
二
〇
―
五
八
カ
タ
ク
ラ
パ
ー

ク
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
加
須
店
二
階 

上
尾
市
浅
間
台
三
―
三
二
―
二
七 

上
尾
市
小
敷
谷
八
四
五
―
一
西
上
尾
第
一
団

地
二
―
三
八
―
一
〇
四 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
十
一
月
三

十
日 

令
和
三
年
一
月
十
五

日 令
和
三
年
一
月
六
日 

令
和
二
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
三
年
一
月
十
一

日 令
和
二
年
十
二
月
三

十
一
日 

令
和
二
年
十
二
月
三

十
一
日 

松
本 

億
蔵 

氏 
 

名 

 
 住

所 

深
谷
訪
問
は
り
き
ゅ

う 

名 
 

称 

施 
 

 

術 
 

 

所 

深
谷
市
東
方
町
四
―
一

八
―
一
〇
コ
ー
ポ
ビ
ッ

ク
リ
バ
ー
Ａ
一
〇
二
号 

所 
 

在 
 

地 

令
和
三
年
二
月
五
日 

廃

止

年

月

日

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
七
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
辞
退
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

  

菖
蒲
む
ら
た
眼
科 

名 
 

称 

久
喜
市
菖
蒲
町
菖
蒲
字
伊
勢
浦
六
〇

〇
五
―
一
モ
ラ
ー
ジ
ュ
菖
蒲
三
階 

所 
 

在 
 

地 

令
和
三
年
一
月
三
十
一
日 

辞

退

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
八
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
機
関
と
し 

て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン

タ
ー 

な
で
し
こ 

レ
ー
ベ
ン
ホ
ー
ム

戸
田
（
従
来
型
） 

医
療
法
人
鈴
木
外

科
病
院  名

称 

志
木
市
本
町
四

―
一
五
―
一 

高
橋
ビ
ル
三
〇

二
号 

戸
田
市
中
町
一

―
二
九
―
五 

本
庄
市
児
玉
町

八
幡
山
二
九
三 

所
在
地 

株
式
会
社
ア
イ

ム
志
木 

社
会
福
祉
法
人

畏
敬
会 

医
療
法
人
鈴
木

外
科
病
院 

開
設
者
名 

居
宅
介
護
支
援 

介
護
老
人
福
祉

施
設 

介
護
予
防
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
二
十
六
年
一

月
一
日 

平
成
二
十
五
年
四

月
一
日 

令
和
二
年
十
月
一

日 

指
定
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
九
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
ん

な
の
家
・
三
郷
２ 

居
宅
介
護
支
援
事
業

所
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ 

明
倫
堂
薬
局 

福
祉
用
具 

ア
プ
ロ

ー
ズ 

名
称 

事
業
所
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

事
業
者
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

変
更
事
項 

三
郷
市
三
郷
イ

ン
タ
ー
Ａ
地
区

土
地
区
画
整
理

事
業
地
三
二
街

区
六
画
地 

北
本
市
二
ツ
家

三
―
一
四
六
―

一 

ア
ル
フ
ァ

ス
ク
エ
ア
北
本

ア
リ
ー
ナ
一
〇

四 東
京
都
豊
島
区

東
池
袋
三
―
一

―
四 

春
日
部
市
栄
町

二
―
二
八
〇 

 

変
更
前 

三
郷
市
泉
一
―

二
三
―
七 

桶
川
市
加
納
八

四
―
八 

川
越
市
脇
田
本

町
一
三
―
五 

春
日
部
市
栄
町

二
―
二
二
〇 

 
変
更
後 

認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護 

 

介
護
予
防
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

福
祉
用
具
貸
与 

 
特
定
福
祉
用
具
販
売 

 

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸

与 
 

特
定
介
護
予
防
福
祉
用

具
販
売 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

             

喜
沢
南
薬
局 

東
所
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク 

名
称 

戸
田
市
喜
沢
南
二

―
七
―
一 

所
沢
市
東
所
沢
一

―
三
―
一
〇
お
茶

の
水
一
号
館
一
階 

所
在
地 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

訪
問
看
護 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

令
和
二
年
十
一
月
三

十
日 

令
和
二
年
七
月
三
十

一
日 

廃
止
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
一
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

コ
ジ
マ×

ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
上
尾
春
日
店 

 
 

 

埼
玉
県
上
尾
市
春
日
二
丁
目
五
―
三 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は 

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

木
村
一
義 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

中
澤
裕
二 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

木
村
一
義 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

中
澤
裕
二 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
二
年
十
一
月
十
八
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
二
月
十
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
三
年
六
月
二
十
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 



 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 
意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
三
年
六
月
二
十
六
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
二
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

コ
ジ
マ×

ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
熊
谷
店 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
大
字
石
原
四
百
八
十
四 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は 

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

木
村
一
義 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

中
澤
裕
二 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

木
村
一
義 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

中
澤
裕
二 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
二
年
十
一
月
十
八
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
二
月
十
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
三
年
六
月
二
十
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 



 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 
意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
三
年
六
月
二
十
六
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
三
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

コ
ジ
マ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
北
本
店 

 
 

 

埼
玉
県
北
本
市
北
中
丸
一
丁
目
六
番 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は 

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

木
村
一
義 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

中
澤
裕
二 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

木
村
一
義 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
コ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

中
澤
裕
二 

 
 

 
 

 

栃
木
県
宇
都
宮
市
星
が
丘
二
丁
目
一
番
八
号 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
二
年
十
一
月
十
八
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
二
月
十
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
三
年
六
月
二
十
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 



 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 
意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
三
年
六
月
二
十
六
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
四
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ

り
、
令
和
三
年
二
月
十
五
日
に
県
営
土
地
改
良
事
業
荒
木
地
区
（
区
画
整
理
事
業
）
の
換
地
処
分

を
し
た
。 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
五
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
三
年
二
月
二
十
二
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

東
第
二
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

比
企
郡
吉
見
町 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
六
号 

 
令
和
二
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
四
十
七
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
三
年
二
月
三
日

終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
所
沢
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
七
号 

 
令
和
二
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
四
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
三
年
一
月
二
十

九
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
か
ら
通
知
を
受
け
た
の

で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
八
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
埼
玉
県
大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施

す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

埼
玉
県
大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

熊
谷
市
池
上
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
三
年
三
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
二
十
六
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
九
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受

け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

さ
い
た
ま
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
数
値
地
形
図
作
成
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
宮
ヶ
谷
塔
二
丁
目
地
内
ほ
か 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
六
月
七
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す

る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
県
道
久
喜
騎
西
線 

道
路
台
帳
整
備
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

加
須
市
上
高
柳
地
内
外 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
三
年
二
月
十
七
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
一
号 

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
坂

戸
市
か
ら
坂
戸
都
市
計
画
事
業
坂
戸
中
央
２
日
の
出
町
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
換
地
処
分

を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
つ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
公
園
事
業
（
さ
い
た
ま

市
施
行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
二
年
一
月
三
十
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 



告

示 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

大 

髙 

智 

之 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

熊
谷
小
川
秩
父
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
新 旧 

旧
新
別 

秩
父
郡
東
秩
父
村
大
字
御
堂

字
槻
川
東
一
二
九
番
二
地
先

か
ら
同
郡
同
村
大
字
奥
沢
字

半
場
二
番
五
地
先
ま
で 

区 
 

間 

一
〇
・
四
九
～
三
二
・
六
三 

八
・
九
〇
～
一
八
・
七
七 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
四
七
・
八
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

災
害
防
除
事
業
に
よ
る
。 

 

備 
 

考 

 



告

示 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

大 

髙 

智 

之 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

鴻
巣
川
島
線 

三 

道
路
の
区
域 



 
新
Ｂ 

新
Ａ 

旧
Ａ 

旧
新
別 

比
企
郡
吉
見
町
大
字
荒
子
字

八
幡
裏
一
一
〇
二
番
一
地
先

か
ら
同
郡
同
町
大
字
荒
子
字

寺
家
谷
一
一
一
〇
番
一
地
先

ま
で 

比
企
郡
吉
見
町
大
字
荒
子
字

八
幡
裏
四
一
七
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
大
字
荒
子
字
流
九

三
七
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

間 

一
四
・
〇
〇 

～ 

一
八
・
〇
八 

一
〇
・
二
五 

～ 

一
四
・
五
〇 

九
・
三
三 

～ 

一
四
・
五
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
八
一
・
五
五 

二
五
一
・
二
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

橋
り
ょ
う
架
換
に
伴
う
仮
橋

設
置
及
び
仮
道
設
置
並
び
に

新
橋
設
置
を
目
的
と
し
た
橋

り
ょ
う
架
換
工
事
で
あ
る
。 

 

備 
 

考 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
一
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

川 

辺 

隆 

浩 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

一
般
国
道 

二 

路 

線 

名 

二
百
九
十
九
号 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
新 旧 

旧 

新 
別 

秩
父
市
上
野
町
八
六
二
番
七
地
先
か

ら
同
市
大
宮
字
下
上
野
原
七
九
四
番

六
地
先
ま
で 

秩
父
市
上
野
町
八
六
二
番
七
地
先
か

ら
同
市
大
宮
字
下
上
野
原
七
九
四
番

六
地
先
ま
で 区 

 
 

 

間 

 
 

一
一
・
九
七
～ 

 
 

 
 

二
八
・
五
五 

 
 

一
一
・
九
七
～ 

 
 

 
 

一
二
・
一
三 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
六
二
・
九
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

道
路
法
第
二
十
四
条
に
基

づ
く
承
認
工
事
に
よ
る
。 

備 

 

 

考 



告 
 

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

川 

辺 

隆 

浩 
 

 
 



 

一
般
国
道
二
百
九
十
九
号 

路 
 

線 
 

名 

秩
父
市
上
野
町
八
六
二
番
七
地
先
か
ら
同

市
大
宮
字
下
上
野
原
七
九
四
番
六
地
先
ま

で 
供
用
開
始
の
区
間 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令
和
三
年
二
月
二
十
六

日
付
け
埼
玉
県
秩
父
県

土
整
備
事
務
所
長
告
示

第
一
号
で
告
示
し
た
道

路
予
定
区
域
の
供
用
開

始
で
あ
る
。
延
長
一
六

二
・
九
〇
メ
ー
ト
ル 

備 

 

考 



告 
 

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

川 

辺 

隆 

浩 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

一
般
国
道 

二
百
九
十
九
号 

 

秩
父
市
上
野
町
八
六
二
番
七
地
先
か
ら
同
市
大
宮
字
下
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

野
原
七
九
四
番
六
地
先
ま
で 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
七
日 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
七
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
除
却
し

た
工
作
物
を
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

科 

昭 

宏 

一 

保
管
し
た
工
作
物 

 
 

和
船
及
び
キ
ャ
ビ
ン
ボ
ー
ト 

各
一
隻 

二 

保
管
し
た
工
作
物
が
放
置
さ
れ
て
い
た
場
所 

 
 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
古
新
田
字
堤
外
百
番
地
先
（
一
級
河
川
大
場
川
の
河
川
区
域
） 

三 

除
却
し
た
日
時 

 
 

令
和
三
年
一
月
二
十
一
日
（
木
）
午
後
零
時
五
十
三
分 

四 

保
管
を
始
め
た
日
時 

 
 

令
和
三
年
一
月
二
十
一
日
（
木
）
午
後
三
時
三
十
分 

五 

工
作
物
の
保
管
場
所 

 
 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
垳
二
百
五
十
五
番 

埼
玉
県
垳
川
排
水
機
場
敷
地
内 

六 

保
管
し
た
工
作
物
の
返
還 

 

イ 

返
還
期
限 

 
 

 

令
和
三
年
七
月
二
十
日
（
火
） 

 

ロ 

返
還
の
申
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
越
ヶ
谷
四
丁
目
二
番
八
十
二
号 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
管
理
担 

 
 

当 

電
話
〇
四
八
―
九
六
四
―
五
二
一
七 

 

ハ 

返
還
に
際
し
て
の
留
意
事
項 

 
 

⑴ 

工
作
物
の
返
還
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
管
理
担
当 

 
 

 

に
、
氏
名
及
び
住
所
を
証
す
る
た
め
必
要
な
書
類
を
提
示
し
、
申
し
出
る
こ
と
。 

 
 

⑵ 

工
作
物
の
除
却
及
び
保
管
に
要
し
た
費
用
は
、
当
該
工
作
物
の
返
還
を
受
け
る
者
の
負 

 
 

 

担
と
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

科 

昭 

宏 
 

 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

三
郷
松
伏
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
新 旧 

旧 
新 
別 

吉
川
市
大
字
下
内
川
字
腰
巻
八
四

二
番
三
地
先
か
ら 

同
市
大
字
下
内
川
字
腰
巻
一
三
七

六
番
地
先
ま
で 区 

 

間 

 
 

 

十
一
・
五
〇 

 

七
・
一
〇
～ 

 
 

 
 

 
 

十
・
六
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

九
二
一
・
四
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

江
戸
川
堤
防
強
化
工
事
に
伴

う
付
替
道
路 備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

科 

昭 

宏 

 
 

 
 

     



 

    
  

三
郷
松
伏
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

吉
川
市
大
字
下
内
川
字
腰
巻
八
四
二

番
三
地
先
か
ら
同
市
大
字
下
内
川
字

腰
巻
一
三
七
六
番
地
先
ま
で 

  

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
付
け

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所

長
告
示
第
三
号
に
お
け
る
道
路

予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ

る
。
延
長
九
二
一
・
四
〇
メ
ー

ト
ル
。 

    

備 

 

考 



正 
 

誤 

  
埼
玉
県
警
察
本
部
告
示
第
十
一
号
（
令
和
三
年
二
月
九
日
第
百
八
十
一
号
）
中
訂
正 

 

ペ
ー
ジ 

 
行 

三 
 

 
 

上
か
ら
十
五 

 

誤 ※ 

評
価
は
第
二
次
試
験
に
お
い
て
行
う
。 

 

正 ※ 

論
文
（
作
文
）
試
験
の
評
価
は
第
二
次
試
験
に
お
い
て
行
う
。 

 

ペ
ー
ジ 

 

行 

三 
 

 
 

上
か
ら
十
八 

 

誤 ※ 

評
価
は
第
二
次
試
験
に
お
い
て
行
う
。 

 

正 ※ 

論
文
試
験
の
評
価
は
第
二
次
試
験
に
お
い
て
行
う
。 

 

ペ
ー
ジ 

 

行 

六 
 

 
 

上
か
ら
二
十 

 

誤 ⑶ 

受
付
期
間 

令
和
三
年
三
月
一
日
（
月
）
午
前
九
時
か
ら
四
月
九
日
（
金
）
午
後
五
時
ま
で
の
間 

 

正 ⑶ 

受
付
期
間 

令
和
三
年
三
月
一
日
（
月
）
午
前
九
時
か
ら
四
月
九
日
（
金
）
午
後
五
時
ま
で
の
間 

⑷ 

そ
の
他 

 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
埼
玉
県
警
察
採
用
セ
ン
タ
ー
宛
て
問
い



合
わ
せ
る
こ
と
。 



正 
 

誤 

  
埼
玉
県
警
察
本
部
告
示
第
十
二
号
（
令
和
三
年
二
月
九
日
第
百
八
十
一
号
）
中
訂
正 

 

ペ
ー
ジ 

 
行 

二 
 

 
 

上
か
ら
二
十
八 

 

誤 ※ 

評
価
は
第
二
次
試
験
に
お
い
て
行
う
。 

 

正

 

※ 

論
文
（
作
文
）
試
験
の
評
価
は
第
二
次
試
験
に
お
い
て
行
う
。 

 

ペ
ー
ジ 

 

行 

五 
 

 
 

上
か
ら
十
六 

 

誤 ⑶ 

受
付
期
間 

 
 

令
和
三
年
八
月
五
日
（
木
）
午
前
九
時
か
ら
八
月
二
十
四
日
（
火
）
午
後
五
時
ま
で
の
間 

 

正 ⑶ 

受
付
期
間 

 
 

令
和
三
年
八
月
五
日
（
木
）
午
前
九
時
か
ら
八
月
二
十
四
日
（
火
）
午
後
五
時
ま
で
の
間 

⑷ 

そ
の
他 

 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
埼
玉
県
警
察
採
用
セ
ン
タ
ー
宛
て
問
い

合
わ
せ
る
こ
と
。 


	Kenpo186
	t186_20210226-001i15867comp
	t186_20210226-002i15857comp
	t186_20210226-003i15871comp
	t186_20210226-004i15858comp
	t186_20210226-005i15859comp
	t186_20210226-006i15860comp
	t186_20210226-007i15861comp
	t186_20210226-008i15864comp
	t186_20210226-009i15865comp
	t186_20210226-010i15866comp
	t186_20210226-011i15819comp
	t186_20210226-012i15820comp
	t186_20210226-013i15821comp
	t186_20210226-014i15785comp
	t186_20210226-015i15872comp
	t186_20210226-016i15849comp
	t186_20210226-017i15850comp
	t186_20210226-018i15851comp
	t186_20210226-019i15852comp
	t186_20210226-020i15853comp
	t186_20210226-021i15822comp
	t186_20210226-022i15870comp
	t186_20210226-023i15862comp
	t186_20210226-024i15863comp
	t186_20210226-025i15816comp
	t186_20210226-026i15817comp
	t186_20210226-027i15818comp
	t186_20210226-028i15873comp
	t186_20210226-029i15854comp
	t186_20210226-030i15855comp
	t186_20210226-031i15868comp
	t186_20210226-032i15869comp

